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は
じ
め
に

　

本
研
究
は
﹆
平
成
二
七
年
度
に
大
本
山
總
持
寺
に
て
厳
修
さ
れ
た

總
持
寺
二
祖
・
峨
山
韶
碩
禅
師
六
五
〇
回
大
遠
忌
に
関
連
し
﹆
当
研

究
所
に
て
『
現
代
語
訳　

峨
山
和
尚
法
語
』︵
大
本
山
總
持
寺
・
二

〇
一
六
年
三
月
︶
の
発
刊
に
協
力
し
た
こ
と
に
由
来
し
て
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
﹆
当
研
究
班
で
は
平
成
二
八
年
度
に
引
き
続
い
て
『
峨
山

和
尚
法
語
』
の
引
用
典
籍
の
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
際
に
は
﹆
予
て

よ
り
行
わ
れ
て
い
る
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
宗
学
研
究
部
門

︵
旧
・
曹
洞
宗
宗
学
研
究
所
︶
の
継
続
研
究
「
道
元
禅
師
・
瑩
山
禅
師

の
引
用
経
論
・
語
録
の
研
究
」
の
手
法
や
成
果
を
参
考
に
し
て
い
る
。

　

な
お
﹆
各
研
究
員
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
研
究
作
業
を
行
い
﹆

ま
た
﹆
出
典
研
究
の
方
法
に
は
十
分
に
習
熟
し
た
と
は
い
え
な
い
状

況
で
の
成
果
発
表
で
あ
る
た
め
﹆
ご
批
判
は
免
れ
な
い
と
思
う
が
﹆

諸
賢
の
御
法
愛
に
よ
っ
て
﹆
ご
指
導
・
ご
教
授
賜
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

凡
　
例

一
﹆
本
研
究
は
『
続
曹
洞
宗
全
書
』「
法
語
」
に
収
録
さ
れ
る
『
峨

山
紹
碩
和
尚
法
語
集
』
の
内
﹆『
峨
山
和
尚
過
眼
集
』
一
篇
の
出

典
研
究
で
﹆
凡
例
・
一
覧
表
・
対
照
表
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一
﹆
一
覧
表
は
目
次
と
索
引
を
兼
ね
﹆
事
項
名
・
出
典
・
頁
数
か
ら

な
る
。

一
﹆
対
照
表
は
﹆
上
段
に
『
峨
山
和
尚
法
語
』
の
引
用
箇
所
﹆
下
段

『
峨
山
和
尚
法
語
』
の
引
用
典
籍
の
研
究
（
二
）

禅
研
究
所
『
峨
山
和
尚
法
語
』
研
究
班
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に
引
用
典
籍
の
相
当
箇
所
を
示
し
た
。

一
﹆
本
研
究
の
底
本
に
は
『
続
曹
洞
宗
全
書
』「
法
語
」
所
収
の
テ

キ
ス
ト
を
用
い
﹆
部
分
的
に
長
禄
四
年
・
禅
林
書
写
本
︵
お
茶
の

水
図
書
館
所
蔵
︶
を
参
照
し
て
修
正
し
て
い
る
。

一
﹆
引
用
典
籍
に
つ
い
て
は
﹆
第
一
出
典
を
ａ
﹆
第
二
出
典
を
ｂ
﹆

参
考
資
料
を
ｃ
﹆
更
に
時
代
の
前
後
が
判
明
し
な
い
場
合
に
は
参

考
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
略
号
を
付
し
て
い
る
。

一
﹆
本
研
究
で
使
用
し
た
典
籍
は
﹆
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
『
峨
山
和
尚
法
語
』
は
『
続
曹
洞
宗
全
書
』「
法
語
」
か
ら
引

用
し
﹆
引
用
時
に
は
頁
数
・
段
の
み
略
記
し
た
。

　
　
　
『
宏
智
録
』
は
石
井
修
道
編
『
宏
智
録
︵
上
︶』︵
名
著
普
及

会
・
一
九
八
四
年
︶
所
収
の
宋
版
を
参
照
し
た
。
巻
数
は
宋
版

の
内
容
と
し
﹆
ペ
ー
ジ
数
は
書
籍
に
従
っ
た
。

　
　
　

永
平
道
元
の
著
作
は
﹆
春
秋
社
『
道
元
禅
師
全
集
︵
全
七

巻
︶』
を
参
照
。

　
　
　

永
平
道
元
の
伝
記
は
﹆
吉
田
道
興
編
著
『
道
元
禅
師
伝
記
史

料
集
成
』︵
あ
る
む
・
二
〇
一
四
年
︶
を
参
照
・
引
用
し
﹆
そ

の
際
に
は
書
名
を
『
史
料
集
成
』
と
略
記
し
た
。

　
　
　
『
伝
光
録
』
は
『
曹
全
』「
宗
源
︵
下
︶」
所
収
本
を
参
照
。

　
　
　
『
曹
洞
宗
全
書
』『
続
曹
洞
宗
全
書
』
を
参
照
し
て
い
る
が
﹆

引
用
に
際
し
て
書
名
は
『
曹
全
』『
続
曹
全
』
と
略
記
し
﹆
巻

数
・
頁
数
等
を
示
し
て
い
る
。

　
　
　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
は
「
大
正
○
○
・
○
○
○
頁
ａ
」
等
と

略
記
。『
卍
続
蔵
経
』
は
「
続
蔵
○
○
・
○
○
○
頁
ａ
」
等
と
略

記
。
な
お
﹆『
大
正
蔵
』『
卍
続
蔵
』
を
参
照
し
た
典
籍
は
﹆
各

項
目
に
巻
数
・
頁
数
等
を
示
し
て
い
る
。

※
本
出
典
研
究
は
﹆
佐
藤
悦
成
先
生
を
班
長
に
﹆
当
研
究
所
の
研
究

員
で
あ
る
菅
原
研
州
・
大
橋
崇
弘
・
山
端
信
祐
が
分
担
し
て
行
っ

た
。
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一
　
覧
　
表

『
峨
山
和
尚
過
眼
集
』

事　

項　

名

出　

典

底
本
の
頁
数

本
書
の

頁
数

①

夢
裡
明
明
六
種
在
﹆
覺
後
空
空
大
千
モ
無
シ
﹆

ｂ
『
証
道
歌
』

一
九
頁
上
段

78
頁

②

水
中
鹽
味
﹆
色
裡
膠
青
ト
云
﹆

ａ
『
宏
智
録
』
一

一
九
頁
上
段

78
頁

③

九
唵
磨
尺
云
﹆
三
識
同
在
理
心
﹆

ａ
『
法
華
玄
義
釈
籤
』
巻
一
二

一
九
頁
下
段

78
頁

④

永
平
老
師
云　

朕
兆
未
萌
以
前
﹆
消
息
現
成
二
不
拘
。

ｂ
『
弁
道
法
』

一
九
頁
下
段

78
頁

⑤

古
徳
僧
問
﹆
如
何
是
回
互
﹆
答
云
﹆
是
非
飯
頭
﹆
云
﹆
如
何
是
不
回
互
﹆
答

云
﹆
是
飯
頭
﹆
山
云
﹆
非
飯
頭
。

ｂ
『
宏
智
録
』
二

一
九
頁
下
段

78
頁

⑥

喩
ハ
天
暁
不
露
﹆
夜
半
正
明
也
。

ｂ
『
洞
山
録
』

一
九
頁
下
段

78
頁

⑦

老
鼠
入
牛
角
ト
云
ハ
﹆

ａ
『
大
慧
録
』
巻
二
八

二
〇
頁
上
段

79
頁

⑧

淨
潔
打
疊
ト
云
ハ
﹆

ａ
『
宏
智
録
』
四

二
〇
頁
上
段

79
頁

⑨

三
世
諸
佛
﹆
口
掛
壁
上
﹆
獪
有
一
人
﹆
呵
呵
大
笑
﹆

ａ
『
宏
智
録
』
二

二
〇
頁
上
段

79
頁

⑩

觀
彼
久
遠
﹆
猶
如
今
日
ト
云
﹆

ａ
『
信
心
銘
拈
古
』

参
考
『
如
浄
続
語
録
』

二
〇
頁
上
段

79
頁

⑪

僧
問
古
徳
﹆
如
何
是
無
常
説
法
﹆
師
推
出
枕
子
﹆

ｃ
『
景
徳
伝
灯
録
』
巻
一
一

二
〇
頁
下
段

79
頁

⑫

淨
相
不
脱
﹆
己
見
不
明
。

ｂ
『
信
心
銘
拈
古
』

二
〇
頁
下
段

79
頁

⑬

身
如
工
伎
児
﹆
意
如
和
伎
者
﹆

ｂ
『
大
乗
入
楞
伽
経
』
巻
五

二
〇
頁
下
段

80
頁

⑭

達
磨
不
会
﹆
大
難
大
難

ａ
『
信
心
銘
拈
古
』

二
一
頁
上
段

80
頁

⑮

意
到
句
到
﹆
意
句
不
到

ｃ
『
正
法
眼
蔵
』「
有
時
」
巻

二
一
頁
下
段

80
頁
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⑯

芙
蓉
楷
禅
師
問
投
子
﹆
佛
祖
言
句
﹆
家
常
茶
飯
﹆
離
此
外
﹆
有
為
人
所
否
﹆
師

云
﹆
汝
道
寰
中
天
子
勅
﹆
假
禹
湯
堯
舜
否
﹆
楷
欲
進
語
﹆
師
以
拂
子
摵
云
﹆
發

來
早
有
三
十
棒
﹆
楷
即
大
悟
﹆

ｂ
『
投
子
録
』

二
一
頁
下
段

80
頁

⑰

宏
智
禅
師
云
﹆
驢
覷
井
﹆
奪
人
也
﹆
井
覷
驢
﹆
三
千
世
界
百
億
分
身
﹆
不
用
安

排
只
者
是
﹆
參

ｂ
『
宏
智
録
』
三

二
一
頁
下
段

80
頁

⑱

経
曰
﹆
阿
難
問
迦
葉
云
﹆
伝
金
襴
袈
裟
外
﹆
別
傳
箇
什
麼
﹆
迦
葉
召
阿
難
﹆
阿

難
應
喏
﹆
迦
葉
云
﹆
是
何
︿
又
別
本
云
﹆
倒
却
門
前
剎
竿
﹀﹆
阿
難
言
下
大
悟

ｂ
『
碧
巌
録
』
二

二
二
頁
上
段

80
頁

⑲

四
山
相
迫
時
如
何
ト
語
云
﹆
山
高
豈
礙
白
雲
飛
﹆
竹
密
不
妨
流
水
過
。

ｂ
『
建
中
靖
国
続
灯
録
』
一
九

二
二
頁
上
下
段
81
頁

⑳

補
処
菩
薩
非
兜
率
不
住
﹆
金
翅
鳥
王
非
生
龍
不
喫
﹆

ｂ
『
永
平
広
録
』
七

二
二
頁
下
段

81
頁

㉑

不
思
量
ニ
テ
不
回
互
ヲ
現
成
ス
ル
者
也

ｂ
『
正
法
眼
藏
』「
坐
禅
箴
」
巻

二
三
頁
上
段

81
頁

㉒

目
前
無
闍
裡
﹆
此
間
無
老
僧

ｂ
『
圜
悟
録
』
三

ｂ
『
宏
智
録
』
二

二
三
頁
上
段

81
頁

㉓

刹
刹
衆
生
説
﹆
三
世
一
時
説
﹆
常
説
熾
然
説
﹆
間
歇
ナ
キ
也

参
考
『
通
幻
霊
禅
師
漫
録
』

二
三
頁
上
段

81
頁

㉔

前
念
後
念
﹆
念
念
不
相
對
﹆
前
法
後
法
﹆
法
法
不
相
對

ａ
『
正
法
眼
蔵
』「
海
印
三
昧
」
巻

二
三
頁
上
段

82
頁

㉕

金
鶏
報
曉
天
未
明

参
考
『
通
幻
霊
禅
師
漫
録
』

二
三
頁
下
段

82
頁

㉖

當
頭
時
如
何
﹆
答
曰
﹆
坐
斷
命
根
﹆
又
云
﹆
不
當
頭
時
如
何
﹆
答
云
﹆
無
回
避

之
所

ｂ
『
宏
智
録
』
一

二
四
頁
上
段

82
頁

㉗

常
ニ
用
ル
針
ハ
﹆
兩
頭
ニ
穴
無

ａ
『
宏
智
録
』
五

二
四
頁
上
段

82
頁

㉘

馬
祖
一
喝
﹆
百
丈
三
日
耳
聲
シ
タ
リ
シ
所

ａ
『
圜
悟
録
』
一
六

二
四
頁
下
段

82
頁

㉙

寶
殿
無
人
不
侍
立

ａ
『
宏
智
録
』
一

二
五
頁
上
段

82
頁

㉚

我
昔
シ
在
マ
シ
カ
ハ
﹆
一
棒
ニ
打
殺
シ
テ
﹆
狗
子
ニ
與
テ
喫
セ
シ
メ
ン

ｃ
『
圜
悟
録
』
一
一

二
五
頁
上
段

82
頁

㉛

見
聞
覺
知
是
道
﹆
道
是
見
聞
覺
知
ニ
ア
ラ
ス

ｃ
『
維
摩
詰
所
説
経
』

二
五
頁
下
段

83
頁
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㉜

永
平
開
山
渡
唐
時
﹆
天
童
浄
老
ニ
問
﹆
人
人
自
本
発
心
発
性
﹆
為
什
麼
迷
始
ナ

ル
﹆
天
童
云
﹆
発
心
発
性
汝
カ
施
為
ト
知
レ
ト
﹆
云
云

参
考
『
正
法
眼
蔵
』「
陞
座
」
巻

二
五
頁
下
段

83
頁

㉝

明
中
ニ
暗
ア
リ
﹆
暗
相
ヲ
以
テ
看
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
﹆
暗
中
ニ
明
ア
リ
﹆
明
相
ヲ

以
對
コ
ト
ナ
カ
レ

ｂ
『
碧
巌
録
』
九

二
五
頁
下
段

83
頁

㉞

玉
發
光
光
還
自
照

ｂ
『
宏
智
録
』
一

二
六
頁
上
段

83
頁

㉟

天
眞
橋
上
相
逢
者
稀

参
考
『
通
幻
霊
禅
師
漫
録
』

二
六
頁
下
段

83
頁

㊱

也
太
奇
﹆
也
太
奇
﹆
無
常
説
法
不
思
議

ｂ
『
洞
山
録
』

二
六
頁
下
段

83
頁

㊲

萬
象
ノ
中
ニ
﹆
一
頭
地
ヲ
出
ト

ａ
『
宏
智
録
』
四

二
六
頁
下
段

84
頁

㊳

大
千
沙
界
現
全
身

参
考
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
五

二
六
頁
下
段

84
頁

㊴

三
界
唯
一
心
﹆
心
外
無
別
法
ト
﹆
此
句
ハ
獨
露
身
ニ
ハ
同
シ
カ
ラ
ス
﹆
如
何
ナ

レ
ハ
ト
云
ニ
﹆
佛
及
衆
生
是
三
無
差
別
ト
云
タ
ル
間

ｃ
『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻

二
六
頁
下
段

84
頁

㊵

大
疑
之
下
ニ
大
悟
在
ト
ハ
﹆

ｂ
『
大
慧
普
説
』
一
七

二
六
頁
下
段

84
頁

㊶

僧
問
﹆
山
和
尚
云
﹆
恁
麼
欲
得
ス
ル
ハ
﹆
則
是
恁
麼
人
﹆
ナ
ニ
ノ
恁
麼
事
ヲ
カ

愁
ヘ
ン
﹆

ｂ
『
景
徳
伝
灯
録
』
一
七

二
七
頁
上
段

84
頁

㊷

古
德
云
﹆
普
州
人
逐
賊
卜
云
ニ
﹆

ｂ
『
碧
巌
録
』
三

参
考
『
信
心
銘
拈
提
』

二
七
頁
上
段

84
頁

㊸

山
云
﹆
唯
有
一
門
﹆
而
復
狹
少
卜
云
經
文
ノ
如
キ
ン
ハ
﹆

ａ
『
妙
法
蓮
華
経
』
二
「
譬
喩
品
」

二
七
頁
上
段

85
頁

㊹

始
終
衲
僧
ノ
巴
鼻
ハ
﹆
句
外
ノ
承
當
ニ
テ
ア
ル
也
﹆

参
考
『
虚
堂
集
』

二
七
頁
上
段

85
頁

㊺

山
云
﹆
不
萌
枝
上
花
開
ト
云
ハ
﹆

ａ
『
人
天
眼
目
』
三

二
七
頁
上
段

85
頁

㊻

毘
婆
尸
佛
ノ
偈
曰
﹆
身
從
無
相
裡
受
生
﹆
獨
如
幻
出
諸
形
像
﹆
幻
人
心
識
本
來

無
﹆
罪
福
皆
空
無
所
住
﹆

ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
一
「
敘
七
仏
」

二
七
頁
上
～下

段
85
頁

㊼

古
德
云
﹆
汝
得
道
ス
ト
云
ヘ
ト
モ
﹆
生
死
岸
頭
ノ
事
ニ
暗
卜
云
ヘ
リ
﹆

参
考
『
信
心
銘
拈
提
』

二
八
頁
上
段

85
頁
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㊽

后
又
古
德
曰
﹆
不
昧
因
果
ヲ
﹆
正
因
正
果
卜
﹆
云
云
﹆

参
考
『
正
法
眼
蔵
』「
深
信
因
果
」
巻

二
八
頁
上
段

85
頁

㊾

以
是
經
云
﹆
如
是
相
﹆
如
是
體
ヨ
リ
﹆
本
末
究
竟
等
﹆
如
是
正
ノ
ミ
ト
﹆
云
云
﹆

ｂ
『
妙
法
蓮
華
経
』
一
「
方
便
品
」

二
八
頁
下
段

86
頁

㊿

以
是
經
曰
﹆
豈
離
伽
耶
別
求
常
寂
光
﹆
罪
寂
光
外
別
求
娑
婆
﹆

ａ
『
法
華
文
句
記
』
九

二
九
頁
上
段

86
頁

�

又
經
云
﹆
生
ノ
處
﹆
淨
菩
薩
ノ
友
タ
リ
ト
云
﹆

ａ
『
梵
網
経
』
下

二
九
頁
上
段

86
頁

�

山
云
﹆
透
網
金
鱗
以
何
爲
食
﹆

ａ
『
碧
巌
録
』
五

二
九
頁
上
段

86
頁

�

古
德
又
云
﹆
老
僧
不
居
明
白
裡
﹆
向
何
處
安
身
立
命
セ
ン
ト
﹆
云
云
﹆

ｂ
『
碧
巌
録
』
一

二
九
頁
上
段

86
頁

�

僧
答
テ
云
﹆
偏
正
曾
不
離
本
位
卜
云
﹆

ｂ
『
宏
智
録
』
三

参
考
『
霊
竺
浄
慈
自
得
禅
師
録
』
五

二
九
頁
上
段

86
頁

�

心
地
含
諸
種
卜
云
﹆

ａ
『
六
祖
壇
経
』

二
九
頁
上
段

87
頁

�

通
幻
答
云
﹆
了
了
無
方
偶
故
ニ
﹆

参
考
『
十
八
般
妙
語
』

二
九
頁
上
段

87
頁

�

山
和
尚
僧
ニ
問
云
﹆
暗
裡
分
回
互
卜
云
意
旨
如
何
﹆

ａ
『
宏
智
録
』
四

二
九
頁
下
段

87
頁

�

僧
云
﹆
混
ス
ル
ト
キ
ン
所
ヲ
知
ル
﹆

ａ
『
宝
鏡
三
昧
』

二
九
頁
下
段

87
頁

�

山
云
﹆
然
リ
﹆
十
二
時
中
如
何
得
空
不
過
﹆

ａ
『
人
天
眼
目
』
二

二
九
頁
下
段

87
頁

�

老
師
云
﹆
三
界
之
中
﹆
不
現
身
相
本
色
漢
﹆
當
恁
麼
去
﹆

ａ
『
宏
智
録
』
三

二
九
頁
下
段

87
頁

�

出
三
界
曰
﹆
壞
三
界
無
三
界
﹆
曰
矣
三
界
有
三
界
﹆
曰
礙
三
界
不
壞
不
失
不
礙
﹆
ｃ
『
宏
智
録
』
一

二
九
頁
下
段

88
頁

�

永
平
高
祖
ハ
﹆
更
闌
夜
静
│
│
渓
声
入
耳

ｂ
『
永
平
広
録
』
一
〇

　

 

『
永
平
略
録
』

二
九
頁
下
段

88
頁

�

滿
眼
滿
耳
﹆
絶
亳
絶
釐
﹆

ａ
『
宏
智
録
』
三

二
九
頁
下
段

88
頁

�

從
上
諸
聖
之
事
﹆
人
相
授
底
之
一
句
有
否
﹆
作
一
句
來
﹆

ｃ
『
伝
光
録
』
四
六
章

二
九
頁
下
段

88
頁

�

又
云
﹆
識
身
壞
滅
﹆
如
何
是
金
剛
不
壊
身
卜
。

ａ
『
五
灯
会
元
』
一
一「
汝
州
南
院
慧
顒
禅
師
」
二
九
頁
下
段

88
頁

�

僧
大
新
ニ
問
﹆
大
新
云
﹆
山
花
開
似
錦
﹆
㵎
水
湛
如
藍
﹆

ｂ
『
碧
巌
録
』
九

二
九
頁
下
段

89
頁
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�

老
師
云
﹆
刀
斧
斫
不
開
﹆

ａ
『
宏
智
録
』
四

三
〇
頁
上
段

89
頁

�

夾
山
偈
云
﹆
明
明
無
悟
法
﹆

ａ
『
景
徳
伝
灯
録
』
一
五
「
澧
州
夾
山
善
会

禅
師
」

三
〇
頁
上
段

89
頁

�

逹
磨
未
來
東
土
卜
﹆

ａ
『
聯
灯
会
要
』
一
六
「
福
州
鼓
山
仏
心
才

禅
師
」

三
〇
頁
上
段

89
頁

�

此
時
モ
明
明
百
草
頭
﹆
明
明
祖
師
意
﹆

ａ
『
聯
灯
会
要
』
六
「
襄
州
龐
蘊
居
士
」

三
〇
頁
上
段

89
頁

�

四
十
九
年
一
字
不
説
卜
云
ハ
﹆

ｂ
『
金
光
明
経
文
句
記
』
一
上

ｃ
『
碧
巌
録
』
三

参
考
『
義
雲
録
』

三
〇
頁
上
段

89
頁

�

寂
寂
十
方
座
斷
云
﹆
座
斷
ハ
殘
也
﹆
寥
寥
一
境
淸
虛
也
﹆
此
時
座
斷
者
盡
也

卜
﹆
云
云
﹆

ａ
『
宏
智
録
』
三

三
〇
頁
上
段

90
頁

�

雲
門
云
﹆
人
喫
飯
﹆
飯
喫
人
卜
云
﹆

ａ
『
雲
門
広
録
』
下

三
〇
頁
上
段

90
頁

�

或
人
云
﹆
一
粒
在
荒
田
﹆
不
耕
苗
自
秀
﹆

ａ
『
宏
智
録
』
三

三
〇
頁
上
段

90
頁

�

三
世
諸
佛
ト
狸
奴
白
牯
ト
ハ
﹆

ｂ
『
宏
智
録
』
二

三
〇
頁
下
段

90
頁

�

句
裡
宗
曷
明
宗
中
的
難
辨
﹆

ｂ
『
宏
智
録
』
一

三
〇
頁
下
段

90
頁
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『
峨
山
和
尚
過
眼
集
』

① 

夢
裡
明
明
六
種
在
﹆
覺
後
空
空
大
千
モ
無
シ
﹆︵
一
九
頁
上
段
︶

ｂ 

夢
裏
明
明
有
六
趣
﹆
覺
後
空
空
無
大
千
。『
証
道
歌
』﹆『
景
徳

伝
灯
録
』
三
〇
﹆
大
正
五
一
・
四
六
〇
ａ

② 

水
中
鹽
味
﹆
色
裡
膠
青
ト
云
﹆︵
一
九
頁
上
段
︶

ａ 

水
中
鹽
味
﹆
色
裏
膠
青
。『
宏
智
録
』
一
﹆
一
七
頁

③ 

九
唵
磨
尺
云
﹆
三
識
同
在
理
心
﹆︵
一
九
頁
下
段
︶

ａ 

三
識
同
在
理
心
﹆
教
門
權
説
且
立
遠
近
。
言
庵
摩
羅
是
第
九　

『
法
華
玄
義
釈
籤
』
一
二
﹆
大
正
三
三
・
八
九
三
ｃ

④ 

永
平
老
師
云　

朕
兆
未
萌
以
前
﹆
消
息
現
成
二
不
拘
。︵
一
九

頁
下
段
︶

ｂ 

然
則
空
劫
已
前
之
修
証
也
﹆
無
拘
現
成
。
朕
兆
已
前
之
公
案

也
﹆
未
待
大
悟
。『
弁
道
法
』﹆『
全
集
』
六
・
二
六
頁

⑤ 

古
徳
僧
問
﹆
如
何
是
回
互
﹆
答
云
﹆
是
非
飯
頭
﹆
云
﹆
如
何
是

不
回
互
﹆
答
云
﹆
是
飯
頭
﹆
山
云
﹆
非
飯
頭
。︵
一
九
頁
下
段
︶

ｂ 

僧
問
雲
門
﹆
如
何
是
回
互
﹆
門
指
版
頭
云
﹆
不
可
喚
作
版
頭
﹆

僧
云
﹆
如
何
是
不
回
互
﹆
門
云
。
這
箇
是
版
頭
。『
宏
智
録
』

二
・
拈
古
﹆
一
三
三
頁

⑥ 

喩
ハ
天
暁
不
露
﹆
夜
半
正
明
也
。︵
一
九
頁
下
段
︶

ｂ 
夜
半
正
明
。
天
曉
不
露　
『
洞
山
録
』﹆
大
正
四
七
・
五
一
五
ａ
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⑦ 
老
鼠
入
牛
角
ト
云
ハ
﹆︵
二
〇
頁
上
段
︶

ａ 

老
鼠
入
牛
角
便
見
倒
斷
也
。『
大
慧
録
』
二
八
﹆
大
正
四
七
・

九
三
〇
ａ

⑧ 

淨
潔
打
疊
ト
云
ハ
﹆︵
二
〇
頁
上
段
︶

ａ 

擧
長
慶
示
衆
云
。
淨
潔
打
疊
了
。『
宏
智
録
』
四
﹆
三
一
四
頁

⑨ 

三
世
諸
佛
﹆
口
掛
壁
上
﹆
獪
有
一
人
﹆
呵
呵
大
笑
﹆︵
二
〇
頁

上
段
︶

ａ 

三
世
諸
佛
。
口
掛
壁
上
。
猶
有
一
人
﹆
呵
呵
大
笑
。『
宏
智

録
』
二
﹆
九
九
頁

⑩ 

觀
彼
久
遠
﹆
猶
如
今
日
ト
云
﹆︵
二
〇
頁
上
段
︶

ａ 

若
能
觀
彼
久
遠
猶
如
今
日　
『
信
心
銘
拈
古
』﹆『
真
歇
清
了
禅

師
語
録
』
下
﹆
続
蔵
七
一
・
七
八
七
ａ

参
考　

良
久
云
。
觀
彼
久
遠
猶
如
今
日
。『
天
童
山
景
徳
寺
如
淨
禪

師
續
語
録
』
大
正
四
八
・
一
三
五
ｂ

⑪ 

僧
問
古
徳
﹆
如
何
是
無
常
説
法
﹆
師
推
出
枕
子
﹆︵
二
〇
頁
下

段
︶

ｃ 

曰
説
得
底
人
在
什
麼
処
﹆
師
推
出
枕
子
。『
景
徳
伝
灯
録
』
一

一
﹆
大
正
五
一
・
二
八
三
ｂ

⑫ 

淨
相
不
脱
﹆
己
見
不
明
。︵
二
〇
頁
下
段
︶

ｂ 
此
是
静
想
﹆
不
脱
己
見
﹆
不
明　
『
信
心
銘
拈
古
』﹆『
真
歇
清

了
禅
師
語
録
』
下
﹆
続
蔵
七
一
・
七
八
〇
ｃ
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⑬ 
身
如
工
伎
児
﹆
意
如
和
伎
者
﹆︵
二
〇
頁
下
段
︶

ｂ 

心
如
工
伎
兒
。
意
如
和
伎
者
。『
大
乗
入
楞
伽
経
』
五
﹆
大
正

一
六
・
六
二
〇
ａ

⑭ 

達
磨
不
会
﹆
大
難
大
難
︵
二
一
頁
上
段
︶

ａ 

達
磨
不
会
﹆
大
難
大
難　
『
信
心
銘
拈
古
』﹆『
真
歇
清
了
禅
師

語
録
』
下
﹆
続
蔵
七
一
・
七
八
七
ｂ

⑮ 

意
到
句
到
﹆
意
句
不
到
︵
二
一
頁
下
段
︶

ｃ 

有
時
意
句
両
倶
到
﹆
有
時
意
句
倶
不
到
。『
正
法
眼
蔵
』「
有

時
」
巻
﹆『
全
集
』
一
・
二
四
五
頁

⑯ 

芙
蓉
楷
禅
師
問
投
子
﹆
佛
祖
言
句
﹆
家
常
茶
飯
﹆
離
此
外
﹆
有

為
人
所
否
﹆
師
云
﹆
汝
道
寰
中
天
子
勅
﹆
假
禹
湯
堯
舜
否
﹆
楷

欲
進
語
﹆
師
以
拂
子
摵
云
﹆
發
來
早
有
三
十
棒
﹆
楷
即
大
悟
﹆

︵
二
一
頁
下
段
︶

ｂ 

佛
祖
言
句
如
家
常
茶
飯
﹆
離
此
外
別
有
為
人
處
麼
﹆
師
云
﹆
汝

道
寰
中
天
子
勑
﹆
还
假
禹
湯
堯
舜
也
無
﹆
楷
擬
進
語
﹆
師
以
拂

子
撼
楷
口
上
云
﹆
汝
發
意
來
早
有
三
十
棒
分
﹆
楷
乃
於
言
下
大

悟
﹆『
投
子
録
』﹆
続
蔵
七
一
・
七
五
五
ａ

⑰ 

宏
智
禅
師
云
﹆
驢
覷
井
﹆
奪
人
也
﹆
井
覷
驢
﹆
三
千
世
界
百
億

分
身
﹆
不
用
安
排
只
者
是
﹆
參
︵
二
一
頁
下
段
︶

ｂ 

驢
覷
井
﹆
奪
人
也
如
井
覷
驢
﹆
三
千
世
界
百
億
身
﹆
不
用
安
排

只
者
是
參　
『
宏
智
録
』
三
﹆
一
六
七
頁

⑱ 

経
曰
﹆
阿
難
問
迦
葉
云
﹆
伝
金
襴
袈
裟
外
﹆
別
傳
箇
什
麼
﹆
迦

葉
召
阿
難
﹆
阿
難
應
喏
﹆
迦
葉
云
﹆
是
何
︿
又
別
本
云
﹆
倒
却

ｂ 
阿
難
問
迦
葉
云
。
世
尊
傳
金
襴
袈
裟
外
。
別
傳
何
法
。
迦
葉
召

阿
難
。
阿
難
應
喏
。
迦
葉
云
。
倒
却
門
前
剎
竿
著
。
阿
難
遂
悟　
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門
前
剎
竿
﹀﹆
阿
難
言
下
大
悟
︵
二
二
頁
上
段
︶

 

『
碧
巌
録
』
二
・
一
五
則
頌
古
へ
の
評
唱
﹆
大
正
四
八
・
一
五

五
ｃ

⑲ 

四
山
相
迫
時
如
何
ト
語
云
﹆
山
高
豈
礙
白
雲
飛
﹆
竹
密
不
妨
流

水
過
。︵
二
二
頁
上
下
段
︶

ｂ 

四
山
相
逼
。
和
尚
従
什
麼
処
去
﹆
師
云
﹆
渠
儂
得
自
由
﹆
微

云
﹆
竹
密
不
妨
流
水
過
﹆
山
高
豈
礙
白
雲
飛
。『
建
中
靖
国
続

灯
録
』
一
九
﹆
続
蔵
七
八
・
七
六
五
ａ

⑳ 

補
処
菩
薩
非
兜
率
不
住
﹆
金
翅
鳥
王
非
生
龍
不
喫
﹆︵
二
二
頁

下
段
︶

ｂ 

金
翅
鳥
王
非
生
龍
不
食
﹆
補
処
菩
薩
非
兜
率
不
生　
『
永
平
広

録
』
七
・
四
七
二
上
堂
﹆『
全
集
』
四
・
五
八
頁

㉑ 

不
思
量
ニ
テ
不
回
互
ヲ
現
成
ス
ル
者
也
︵
二
三
頁
上
段
︶

ｂ 

不
思
量
而
現
﹆
不
回
互
而
成
。『
正
法
眼
藏
』「
坐
禅
箴
」
巻
﹆

『
全
集
』
一
・
一
一
七
頁

㉒ 

目
前
無
闍
裡
﹆
此
間
無
老
僧
︵
二
三
頁
上
段
︶

ｂ 

目
前
無
闍
梨
。
此
間
無
老
僧
。『
圜
悟
録
』
三
﹆
大
正
四
七
・

七
二
四
ｃ

ｂ 

目
前
無
闍
梨
。
此
間
無
老
僧
。『
宏
智
録
』
二
﹆
頌
古
三
五

則
・
本
則
﹆
九
五
頁

㉓ 

刹
刹
衆
生
説
﹆
三
世
一
時
説
﹆
常
説
熾
然
説
﹆
間
歇
ナ
キ
也

参
考　

刹
刹
衆
生
説
。
三
世
一
時
説
。
常
然
熾
然
説
。
説
説
無
欠
歇　
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︵
二
三
頁
上
段
︶

 

『
通
幻
霊
禅
師
漫
録
』
大
正
八
二
・
四
八
一
ａ

㉔ 

前
念
後
念
﹆
念
念
不
相
對
﹆
前
法
後
法
﹆
法
法
不
相
對
︵
二
三

頁
上
段
︶

ａ 

前
念
後
念
。
念
念
不
相
待
。
前
法
後
法
。
法
法
不
相
對　
『
正

法
眼
蔵
』「
海
印
三
昧
」
巻
﹆『
全
集
』
一
・
一
一
九
頁

㉕ 

金
鶏
報
曉
天
未
明
︵
二
三
頁
下
段
︶

参
考　

金
鷄
報
曉
天
未
明　
『
通
幻
霊
禅
師
漫
録
』
大
正
八
二
・
四

八
六
ｂ 

㉖ 

當
頭
時
如
何
﹆
答
曰
﹆
坐
斷
命
根
﹆
又
云
﹆
不
當
頭
時
如
何
﹆

答
云
﹆
無
回
避
之
所
︵
二
四
頁
上
段
︶

ｂ 

當
頭
時
如
何
。
林
云
。
喪
子
命
根
。
僧
云
。
不
當
頭
時
如
何
。

林
云
。
亦
無
迴
避
處
。『
宏
智
録
』
一
﹆
六
〇
頁

㉗ 

常
ニ
用
ル
針
ハ
﹆
兩
頭
ニ
穴
無
︵
二
四
頁
上
段
︶

ａ 

常
用
之
針
兮
兩
頭
無
穴
。『
宏
智
録
』
五
﹆
三
六
〇
頁

㉘ 

馬
祖
一
喝
﹆
百
丈
三
日
耳
聲
シ
タ
リ
シ
所
︵
二
四
頁
下
段
︶

ａ 

馬
祖
一
喝
。
直
得
三
日
耳
聾
。『
圜
悟
録
』
一
六
﹆
大
正
四

七
・
七
八
八
ｃ 

㉙ 

寶
殿
無
人
不
侍
立
︵
二
五
頁
上
段
︶

ａ 
寶
殿
無
人
不
侍
立
。『
宏
智
録
』
一
﹆
六
三
頁

㉚ 

我
昔
シ
在
マ
シ
カ
ハ
﹆
一
棒
ニ
打
殺
シ
テ
﹆
狗
子
ニ
與
テ
喫
セ

ｃ 
我
若
見
。
一
棒
打
殺
。
與
狗
子
喫
却　
『
圜
悟
録
』
一
一
﹆
大
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シ
メ
ン
︵
二
五
頁
上
段
︶

 

正
四
七
・
七
六
一
ｂ 

㉛ 

見
聞
覺
知
是
道
﹆
道
是
見
聞
覺
知
ニ
ア
ラ
ス
︵
二
五
頁
下
段
︶

ｃ 

見
聞
覺
知
。
是
則
見
聞
覺
知
非
求
法
也　
『
維
摩
詰
所
説
経
』

大
正
一
四
・
五
四
六
ａ 

㉜ 

永
平
開
山
渡
唐
時
﹆
天
童
浄
老
ニ
問
﹆
人
人
自
本
発
心
発
性
﹆

為
什
麼
迷
始
ナ
ル
﹆
天
童
云
﹆
発
心
発
性
汝
カ
施
為
ト
知
レ

ト
﹆
云
云
︵
二
五
頁
下
段
︶

参
考　

法
身
法
性
に
迷
と
い
ふ
こ
と
を
参
す
。『
正
法
眼
蔵
』「
陞

座
」
巻
﹆『
史
料
集
成
』
一
七
九
頁

㉝ 

明
中
ニ
暗
ア
リ
﹆
暗
相
ヲ
以
テ
看
ル
コ
ト
ナ
カ
レ
﹆
暗
中
ニ
明

ア
リ
﹆
明
相
ヲ
以
對
コ
ト
ナ
カ
レ
︵
二
六
頁
上
段
︶

ｃ 

參
同
契
云
。
當
明
中
有
暗
。
勿
以
暗
相
覩
。
當
暗
中
有
明
。
勿

以
明
相
遇　
『
碧
巌
録
』
九
・
八
六
則
・
本
則
へ
の
評
唱
﹆
大

正
四
八
・
二
一
一
ｂ

㉞ 

玉
發
光
光
還
自
照
︵
二
六
頁
上
段
︶

ｂ 

如
珠
發
光
。
光
還
自
照
。『
宏
智
録
』
一
﹆
一
七
頁

㉟ 

天
眞
橋
上
相
逢
者
稀
︵
二
六
頁
下
段
︶

参
考　

天
津
橋
上
相
逢
者
少
。『
通
幻
霊
禅
師
漫
録
』
大
正
八
二
・

四
八
三
ｃ

㊱ 

也
太
奇
﹆
也
太
奇
﹆
無
常
説
法
不
思
議
︵
二
六
頁
下
段
︶

ｂ 
也
大
奇
也
大
奇
。
無
情
説
法
不
思
議　
『
洞
山
録
』
大
正
四
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七
・
五
〇
七
ｃ 

㊲ 

萬
象
ノ
中
ニ
﹆
一
頭
地
ヲ
出
ト
︵
二
六
頁
下
段
︶

ａ 

萬
象
中
出
一
頭
地　
『
宏
智
録
』
四
﹆
三
一
二
頁

㊳ 

大
千
沙
界
現
全
身
︵
二
六
頁
下
段
︶

参
考　

大
千
沙
界
現
全
身　
『
禅
宗
頌
古
聯
珠
通
集
』
五
﹆
続
蔵
六

五
・
五
〇
二
ｂ

㊴ 

三
界
唯
一
心
﹆
心
外
無
別
法
ト
﹆
此
句
ハ
獨
露
身
ニ
ハ
同
シ
カ

ラ
ス
﹆
如
何
ナ
レ
ハ
ト
云
ニ
﹆
佛
及
衆
生
是
三
無
差
別
ト
云
タ

ル
間
︵
二
六
頁
下
段
︶

ｃ 

三
界
唯
一
心
。
心
外
無
別
法
。
心
佛
及
衆
生
。
是
三
無
差
別　

『
正
法
眼
蔵
』「
三
界
唯
心
」
巻
﹆『
全
集
』
一
・
四
四
三
頁

㊵ 

大
疑
之
下
ニ
大
悟
在
ト
ハ
﹆︵
二
七
頁
上
段
︶

ｂ 

大
疑
之
下
必
有
大
悟　
『
大
慧
普
説
』
一
七
﹆
大
正
四
七
・
八

八
六
ａ

㊶ 

僧
問
﹆
山
和
尚
云
﹆
恁
麼
欲
得
ス
ル
ハ
﹆
則
是
恁
麼
人
﹆
ナ
ニ

ノ
恁
麼
事
ヲ
カ
愁
ヘ
ン
﹆︵
二
七
頁
上
段
︶

ｂ 

欲
得
恁
麼
事
須
是
恁
麼
人
。
既
是
恁
麼
人
何
愁
恁
麼
事
。『
景

徳
伝
灯
録
』
一
七
﹆
大
正
五
一
・
三
三
五
ｂ

㊷ 

古
德
云
﹆
普
州
人
逐
賊
卜
云
ニ
﹆︵
二
七
頁
上
段
︶

ｂ 
普
州
人
送
賊　
『
碧
巌
録
』
三
・
二
二
則
・
本
則
の
著
語
﹆
大

正
四
八
・
一
六
二
ｃ
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参
考　

普
州
人
追
賊　
『
信
心
銘
拈
提
』﹆
大
正
八
二
・
四
二
〇
ｃ

㊸ 

山
云
﹆
唯
有
一
門
﹆
而
復
狹
少
卜
云
經
文
ノ
如
キ
ン
ハ
﹆︵
二

七
頁
上
段
︶

ａ 

是
舍
唯
有
一
門
﹆
而
復
狹
小　
『
妙
法
蓮
華
経
』
二
「
譬
喩

品
」﹆
大
正
九
・
一
二
ｂ

㊹ 

始
終
衲
僧
ノ
巴
鼻
ハ
﹆
句
外
ノ
承
當
ニ
テ
ア
ル
也
﹆︵
二
七
頁

上
段
︶

参
考　

句
外
承
當　
『
虚
堂
集
』
一
二
則
・
示
衆
﹆
続
蔵
六
七
・
三

三
七
ａ

㊺ 

山
云
﹆
不
萌
枝
上
花
開
ト
云
ハ
﹆︵
二
七
頁
上
段
︶

ａ 

不
萌
枝
上
花
開　
『
人
天
眼
目
』
三
﹆
大
正
四
八
・
三
二
〇
ｃ

㊻ 

毘
婆
尸
佛
ノ
偈
曰
﹆
身
從
無
相
裡
受
生
﹆
獨
如
幻
出
諸
形
像
﹆

幻
人
心
識
本
來
無
﹆
罪
福
皆
空
無
所
住
﹆︵
二
七
頁
上
～
下
段
︶

ａ 

毘
婆
尸
佛
︵
過
去
莊
嚴
劫
第
九
百
九
十
八
尊
︶
偈
曰
。
身
從
無

相
中
受
生
﹆
猶
如
幻
出
諸
形
象
﹆
幻
人
心
識
本
來
無
﹆
罪
福
皆

空
無
所
住
。『
景
徳
伝
灯
録
』
一
「
敘
七
仏
」﹆
大
正
五
一
・
二

〇
四
ｄ

㊼ 

古
德
云
﹆
汝
得
道
ス
ト
云
ヘ
ト
モ
﹆
生
死
岸
頭
ノ
事
ニ
暗
卜
云

ヘ
リ
﹆︵
二
八
頁
上
段
︶

参
考　

畢
竟
道
者
生
死
岸
頭
事
。『
信
心
銘
拈
提
』﹆
大
正
八
二
・
四

一
八
ａ

㊽ 

后
又
古
德
曰
﹆
不
昧
因
果
ヲ
﹆
正
因
正
果
卜
﹆
云
云
﹆︵
二
八

参
考　

不
昧
因
果
は
﹆
明
ら
か
に
こ
れ
深
信
因
果
な
り
﹆『
正
法
眼
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頁
上
段
︶

 

蔵
』「
深
信
因
果
」
巻
﹆『
全
集
』
二
・
三
八
九
頁

㊾ 

以
是
經
云
﹆
如
是
相
﹆
如
是
體
ヨ
リ
﹆
本
末
究
竟
等
﹆
如
是
正

ノ
ミ
ト
﹆
云
云
﹆︵
二
八
頁
下
段
︶

ｂ 

所
謂
諸
法
如
是
相
﹆
如
是
性
﹆
如
是
體
﹆
如
是
力
﹆
如
是
作
﹆

如
是
因
﹆
如
是
緣
﹆
如
是
果
﹆
如
是
報
﹆
如
是
本
末
究
竟
等
。

『
妙
法
蓮
華
経
』
一
「
方
便
品
」﹆
大
正
九
・
五
ａ

㊿ 

以
是
經
曰
﹆
豈
離
伽
耶
別
求
常
寂
光
﹆
罪
寂
光
外
別
求
娑
婆
﹆

︵
二
九
頁
上
段
︶

ａ 

豈
離
伽
耶
別
求
常
寂
﹆
非
寂
光
外
別
有
娑
婆　
『
法
華
文
句

記
』
九
﹆
大
正
三
四
・
三
三
三
ｂ

� 

又
經
云
﹆
生
ノ
處
﹆
淨
菩
薩
ノ
友
タ
リ
ト
云
﹆︵
二
九
頁
上
段
︶

ａ 

三
者
生
生
處
﹆
為
淨
菩
薩
友　
『
梵
網
経
』
下
﹆
大
正
二
四
・

一
〇
〇
九
ｃ

� 

山
云
﹆
透
網
金
鱗
以
何
爲
食
﹆︵
二
九
頁
上
段
︶

ａ 

透
網
金
鱗
以
何
為
食　
『
碧
巌
録
』
五
・
四
九
則
・
本
則
へ
の

評
唱
﹆
大
正
四
八
・
一
八
四
ｃ

� 

古
德
又
云
﹆
老
僧
不
居
明
白
裡
﹆
向
何
處
安
身
立
命
セ
ン
ト
﹆

云
云
﹆︵
二
九
頁
上
段
︶

ｂ 

老
僧
不
在
明
白
裏　
『
碧
巌
録
』
一
・
二
則
・
本
則
﹆
大
正
四

八
・
一
四
一
ｂ

� 

僧
答
テ
云
﹆
偏
正
曾
不
離
本
位
卜
云
﹆︵
二
九
頁
上
段
︶

ｂ 
偏
正
不
曾
離
本
位　
『
宏
智
録
』
三
﹆
一
六
八
頁



『
峨
山
和
尚
法
語
』
の
引
用
典
籍
の
研
究
︵
二
︶︵
禅
研
究
所
『
峨
山
和
尚
法
語
』
研
究
班
︶

87─　   ─

参
考　

偏
正
曾
不
離
本
位　
『
霊
竺
浄
慈
自
得
禅
師
録
』
五
﹆
続
蔵

七
二
・
一
四
六
ｃ

� 

心
地
含
諸
種
卜
云
﹆︵
二
九
頁
上
段
︶

ａ 

心
地
含
諸
種　
『
六
祖
壇
経
』
大
正
四
八
・
三
六
一
ｂ

� 

通
幻
答
云
﹆
了
了
無
方
偶
故
ニ
﹆︵
二
九
頁
上
段
︶

参
考　

了
了
位
裡
無
方
偶　
『
十
八
般
法
語
』﹆『
続
曹
全
』「
宗
源
補

遺
」
七
五
四
頁
上
段

� 

山
和
尚
僧
ニ
問
云
﹆
暗
裡
分
回
互
卜
云
意
旨
如
何
﹆︵
二
九
頁

下
段
︶

ａ 

師
云
﹆
暗
裏
分
回
互
。『
宏
智
録
』
四
﹆
二
七
八
頁

� 

僧
云
﹆
混
ス
ル
ト
キ
ン
所
ヲ
知
ル
﹆︵
二
九
頁
下
段
︶

ａ 

混
則
知
處　
『
宝
鏡
三
昧
』﹆『
洞
山
録
』
大
正
四
七
・
五
一
五
ａ

� 

山
云
﹆
然
リ
﹆
十
二
時
中
如
何
得
空
不
過
﹆︵
二
九
頁
下
段
︶

ａ 

僧
問
。
十
二
時
中
。
如
何
得
不
空
過　
『
人
天
眼
目
』
二
﹆
大

正
四
八
・
三
一
二
ｃ

� 

老
師
云
﹆
三
界
之
中
﹆
不
現
身
相
本
色
漢
﹆
當
恁
麼
去
﹆︵
二

九
頁
下
段
︶

ａ 
三
界
中
不
現
身
相
。
本
色
漢
當
恁
麼
去　
『
宏
智
録
』
三
﹆
一

六
四
頁
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� 
出
三
界
曰
﹆
壞
三
界
無
三
界
﹆
曰
矣
三
界
有
三
界
﹆
曰
礙
三
界

不
壞
不
失
不
礙
﹆︵
二
九
頁
下
段
︶

ｃ 

也
無
三
界
可
出
。
也
無
萬
法
可
了
。
爾
若
道
出
三
界
。
則
便
壞

三
界
。
爾
若
道
在
三
界
。
則
便
礙
三
界
。
爾
若
待
了
萬
法
。
則

萬
法
紛
然
。
爾
若
待
轉
萬
法
。
則
萬
法
擾
爾
。
到
此
直
須
不
出

不
在
不
壞
不
礙
不
轉
不
了
不
紛
不
擾
。『
宏
智
録
』
一
﹆
七
〇
頁

� 

永
平
高
祖
ハ
﹆
更
闌
夜
静
│
│
渓
声
入
耳
︵
二
九
頁
下
段
︶

ｂ 

夜
坐
更
闌
眠
未
至
﹆
弥
知
弁
道
可
山
林
﹆
渓
声
入
耳
月
穿
眼
﹆

此
外
更
無
一
念
心
。『
永
平
広
録
』
一
〇
・
一
〇
一
偈
頌
﹆『
全

集
』
四
・
二
八
八
頁

ｂ 

夜
坐
更
闌
眠
未
熟
﹆
情
知
弁
道
可
山
林
﹆
渓
声
入
耳
月
到
眼
﹆

此
外
更
須
何
用
心
。『
永
平
略
録
』
偈
頌
﹆『
全
集
』
五
・
一
一

八
頁

� 

滿
眼
滿
耳
﹆
絶
亳
絶
釐
﹆︵
二
九
頁
下
段
︶

ａ 

滿
眼
滿
耳
。
絶
亳
絶
釐　
『
宏
智
録
』
三
﹆
一
七
八
頁

� 

從
上
諸
聖
之
事
﹆
人
相
授
底
之
一
句
有
否
﹆
作
一
句
來
﹆︵
二

九
頁
下
段
︶

ｃ 

第
四
十
六
祖
﹆
丹
霞
淳
禅
師
﹆
問
芙
蓉
曰
﹆
如
何
是
従
上
諸
聖

相
授
底
一
句
。
蓉
曰
﹆
喚
作
一
句
来
。『
伝
光
録
』
四
六
章
﹆

『
曹
全
』「
宗
源
︵
下
︶」﹆
三
八
〇
頁

� 

又
云
﹆
識
身
壞
滅
﹆
如
何
是
金
剛
不
壊
身
卜
﹆︵
二
九
頁
下
段
︶

ａ 
如
何
是
金
剛
不
壊
身　
『
五
灯
会
元
』
巻
一
一
「
汝
州
南
院
慧
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顒
禅
師
」﹆
続
蔵
八
〇
・
二
二
七
ｃ

� 

僧
大
新
ニ
問
﹆
大
新
云
﹆
山
花
開
似
錦
﹆
㵎
水
湛
如
藍
﹆︵
二

九
頁
下
段
︶

ｂ 

舉
。
僧
問
大
龍
。
色
身
敗
壞
。
如
何
是
堅
固
法
身
。
龍
云
﹆
山

花
開
似
錦
。
㵎
水
湛
如
藍
。『
碧
巌
録
』
九
・
八
二
則
・
本

則
﹆
大
正
四
八
・
二
〇
八
ａ

� 

老
師
云
﹆
刀
斧
斫
不
開
﹆︵
三
〇
頁
上
段
︶

ａ 

刀
斧
斫
不
開　
『
宏
智
録
』
四
﹆
一
五
六
頁

� 

夾
山
偈
云
﹆
明
明
無
悟
法
﹆︵
三
〇
頁
上
段
︶

ａ 

明
明
無
悟
法　
『
景
徳
伝
灯
録
』
一
五
「
澧
州
夾
山
善
会
禅

師
」﹆
大
正
五
一
・
三
二
四
ａ

� 

逹
磨
未
來
東
土
卜
﹆︵
三
〇
頁
上
段
︶

ａ 

達
磨
未
來
東
土　
『
聯
灯
会
要
』
一
六
「
福
州
鼓
山
仏
心
才
禅

師
」﹆
続
蔵
七
九
・
一
三
八
ｂ

� 

此
時
モ
明
明
百
草
頭
﹆
明
明
祖
師
意
﹆︵
三
〇
頁
上
段
︶

ａ 

明
明
百
草
頭
。
明
明
祖
師
意　
『
聯
灯
会
要
』
六
「
襄
州
龐
蘊

居
士
」﹆
続
蔵
七
九
・
五
六
ｂ

� 

四
十
九
年
一
字
不
説
卜
云
ハ
﹆︵
三
〇
頁
上
段
︶

ｂ 
四
十
九
年
不
説
一
字　

四
明
智
礼
『
金
光
明
経
文
句
記
』
一

 
上
﹆
大
正
三
九
・
八
六
ｂ
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ｃ 

四
十
九
年
未
曾
説
一
字　
『
碧
巌
録
』
三
・
二
八
則
・
頌
古
へ

の
評
唱
﹆
大
正
四
八
・
一
六
八
ｃ

参
考　

四
十
九
年
一
字
不
説　
『
義
雲
録
』﹆『
曹
全
』「
語
録
一
」
二

二
頁
上
段

� 

寂
寂
十
方
座
斷
云
﹆
座
斷
ハ
殘
也
﹆
寥
寥
一
境
淸
虛
也
﹆
此
時

座
斷
者
盡
也
卜
﹆
云
云
﹆︵
三
〇
頁
上
段
︶

ａ 

寂
寂
十
方
坐
斷
。
寥
寥
一
境
清
虛　
『
宏
智
録
』
三
﹆
一
八
七
頁

� 

雲
門
云
﹆
人
喫
飯
﹆
飯
喫
人
卜
云
﹆︵
三
〇
頁
上
段
︶

ａ 

因
齋
次
問
僧
。
儞
道
人
喫
飯
飯
喫
人　
『
雲
門
広
録
』
下
﹆
大

正
四
七
・
五
七
一
ｂ

� 

或
人
云
﹆
一
粒
在
荒
田
﹆
不
耕
苗
自
秀
﹆︵
三
〇
頁
上
段
︶

ａ 

一
粒
在
荒
田
。
不
耘
苗
自
秀
。『
宏
智
録
』
三
﹆
二
一
八
頁

� 

三
世
諸
佛
ト
狸
奴
白
牯
ト
ハ
﹆︵
三
〇
頁
下
段
︶

ｂ 

舉
南
泉
示
衆
云
。
三
世
諸
佛
不
知
有
。
狸
奴
白
牯
却
知
有
。

『
宏
智
録
』
二
・
頌
古
六
九
則
・
本
則
﹆
一
〇
七
頁

� 

句
裡
宗
曷
明
宗
中
的
難
辨
﹆︵
三
〇
頁
下
段
︶

ｂ 
句
裡
明
宗
則
易
。
宗
中
辨
的
則
難　
『
宏
智
録
』
一
﹆
三
〇
頁
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『
峨
山
和
尚
法
語
』
の
引
用
典
籍
に
つ
い
て
（
二
）

菅 

原 

研 

州

一
　
引
用
典
籍
の
総
括

　

今
回
の
研
究
に
よ
っ
て
﹆『
峨
山
和
尚
過
眼
集
』
に
お
け
る
引
用

文
の
出
典
典
籍
を
大
概
明
ら
か
に
し
得
た
と
思
う
。

　

そ
こ
で
﹆
当
研
究
の
結
果
得
ら
れ
た
知
見
と
﹆
継
続
し
て
研
究
さ

れ
る
べ
き
課
題
を
﹆
本
小
論
に
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
﹆
本
法
語
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
の
ほ
と
ん
ど
は
﹆
峨
山

韶
碩
禅
師
︵
一
二
七
六
～
一
三
六
六
︶
の
在
世
時
に
は
成
立
し
て
い

た
も
の
で
あ
り
﹆
不
自
然
な
と
こ
ろ
は
極
め
て
少
数
だ
っ
た
と
判
断

さ
れ
る
。
た
だ
し
﹆
一
部
に
は
検
討
す
べ
き
課
題
も
あ
る
。

　

本
法
語
に
つ
い
て
は
﹆
既
に
先
行
研
︶
1
︵
究
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
﹆

峨
山
禅
師
に
関
わ
る
「
抄
物
」
で
あ
り
﹆
更
に
は
瑩
山
禅
師
と
峨
山

禅
師
﹆
ま
た
峨
山
禅
師
と
そ
の
会
下
の
僧
達
に
よ
る
問
答
が
収
録
さ

れ
た
法
語
で
あ
る
。

　

全
体
の
構
造
に
つ
い
て
も
﹆
先
行
研
究
に
よ
っ
て
「
三
五
条
ほ
ど

の
語
句
の
集
︶
2
︵
録
」
と
あ
る
通
り
で
﹆
経
文
や
祖
録
の
一
節
や
語
句
が

提
起
さ
れ
﹆
そ
れ
に
関
す
る
提
唱
﹆
あ
る
い
は
問
答
が
行
わ
れ
た
時

の
記
録
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
﹆
本
文
中
に
「
康

安
二
年
十
月
日
請
益
︶
3
︵
云
」
と
あ
る
た
め
﹆
康
安
二
年
︵
一
三
六
二
︶

の
前
後
と
い
う
峨
山
禅
師
最
晩
年
﹆
總
持
寺
内
に
て
行
わ
れ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
を
思
う
時
﹆
本
法
語
で
直
接
に
問
答
を
行
っ
た
と
思
わ
れ
る

弟
子
と
し
て
﹆
先
に
挙
げ
た
康
安
二
年
十
月
の
請
益
の
段
に
お
い
て

通
幻
寂
霊
禅
師
と
大
源
︵
太
源
︶
宗
真
禅
師
の
名
前
が
見
え
る
が
﹆

両
禅
師
の
伝
記
か
ら
は
﹆
当
時
總
持
寺
に
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
両

禅
師
と
も
既
に
﹆
こ
の
段
階
で
嗣
法
は
終
え
て
い
る
が
﹆
更
な
る
参

究
を
重
ね
て
い
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
﹆
こ
の
箇
所
は

請
益
の
形
式
で
行
っ
た
問
答
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
﹆
他
の
箇

所
ま
で
全
て
同
時
期
の
請
益
で
あ
っ
た
か
確
定
は
で
き
な
い
。

　

通
幻
禅
師
に
関
連
し
て
﹆
今
回
の
出
典
研
究
を
通
し
て
﹆『
通
幻

霊
禅
師
漫
録
』
に
収
録
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
だ
と
推
定
さ
れ
る
語
句

が
﹆
三
箇
所
ほ
ど
出
て
き
た
。
こ
れ
は
﹆
峨
山
禅
師
と
通
幻
禅
師
の
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関
係
か
ら
す
れ
ば
﹆
通
幻
禅
師
が
峨
山
禅
師
の
言
葉
を
参
照
し
た
と

考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
﹆
全
体
と
し
て
は
﹆
宏
智
正
覚
『
宏
智
録
』
か
ら
の
引
用
が

最
も
多
く
﹆
圜
悟
克
勤
『
圜
悟
録
』『
碧
巌
録
』﹆
大
慧
宗
杲
『
大
慧

録
』
な
ど
も
典
拠
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
昨
年
度
研
究
報

告
を
行
っ
た
二
篇
の
法
語
に
は
﹆
無
門
慧
開
『
無
門
関
』
か
ら
の
引

用
も
一
定
量
見
ら
れ
た
が
﹆
本
法
語
に
つ
い
て
『
無
門
関
』
と
特
定

し
う
る
箇
所
は
見
当
た
ら
な
い
。

　

ま
た
﹆
洞
上
の
宗
旨
宣
揚
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
﹆『
宏
智

録
』
以
外
に
も
洞
山
良
价
『
洞
山
録
』『
宝
鏡
三
昧
』﹆
真
歇
清
了

『
信
心
銘
拈
古
』﹆
芙
蓉
道
楷
の
語
﹆
道
元
禅
師
『
正
法
眼
蔵
』『
永

平
広
録
』『
永
平
略
録
』『
弁
道
法
』﹆
瑩
山
禅
師
『
伝
光
録
』『
信
心

銘
拈
提
』
な
ど
が
典
拠
と
見
做
し
う
る
。
従
来
相
伝
さ
れ
て
き
た
洞

上
の
宗
旨
に
つ
い
て
﹆
峨
山
禅
師
が
ど
の
よ
う
に
門
弟
に
伝
え
て
い

く
か
模
索
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
﹆
嗣
法

を
終
え
て
い
た
は
ず
の
通
幻
禅
師
や
大
源
禅
師
も
含
め
た
﹆
周
囲
に

い
た
門
弟
た
ち
に
﹆
改
め
て
洞
上
の
宗
旨
を
宣
揚
す
る
意
図
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
﹆
同
じ
く
峨
山

禅
師
の
法
語
と
さ
れ
る
『
山
雲
海
月
』
開
示
の
意
図
と
も
重
な
る
こ

と
で
あ
る
が
﹆
峨
山
禅
師
晩
年
に
﹆
門
弟
た
ち
に
曹
洞
宗
の
教
え
を

糺
す
必
要
性
が
出
て
き
た
こ
と
を
示
す
か
。

　

そ
れ
か
ら
﹆『
妙
法
蓮
華
経
』
や
荊
渓
湛
然
『
法
華
文
句
記
』『
法

華
玄
義
釈
籤
』
か
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
た
こ
と
は
﹆
昨
年
度
も
論
じ

た
通
り
で
﹆
元
々
比
叡
山
で
天
台
教
学
を
学
ん
で
い
た
峨
山
禅
師
に

し
て
み
れ
ば
﹆
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。

二
　
本
法
語
で
宣
揚
さ
れ
た
洞
上
の
宗
旨

　

峨
山
禅
師
の
法
語
に
つ
い
て
﹆
特
に
「
曹
洞
三
位
」「
曹
洞
五

位
」
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
﹆
既
に
先
行
研
︶
4
︵

究
も
出
て
い
る
た

め
﹆
こ
こ
で
は
道
元
禅
師
の
宗
風
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
﹆
更
に
伝

え
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　

本
法
語
で
道
元
禅
師
の
こ
と
を
採
り
上
げ
て
い
る
こ
と
は
﹆
既
に

先
行
研
︶
5
︵

究
で
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
﹆
明
ら
か
に
道

元
禅
師
の
名
前
を
出
し
て
論
じ
て
い
る
の
は
﹆
以
下
の
四
箇
所
で
あ

る
︵
頁
数
は
『
続
曹
全
』「
法
語
」
巻
︶。

　

①
永
平
老
師
云
﹆
朕
兆
未
萌
以
前
﹆
消
息
現
成
ニ
不
拘
︵
一
九
頁

下
段
︶

　

②
永
平
開
山
云
﹆
超
佛
越
祖
已
後
﹆
雖
得
猶
是
案
山
子
ノ
無
心
ニ
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ハ
マ
ケ
タ
リ
ト
﹆
云
云
︵
二
三
頁
上
段
︶

　

③
永
平
開
山
渡
唐
時
﹆
天
童
浄
老
ニ
問
﹆
人
人
自
本
発
心
発
性
﹆

為
什
麼
迷
始
ナ
ル
﹆
天
童
云
﹆
発
心
発
性
汝
カ
施
為
ト
知
レ

ト
﹆
云
云
︵
二
五
頁
下
段
︶

　

④
永
平
高
祖
ハ
﹆
更
闌
夜
静
│
│
渓
声
入
耳
︵
二
九
頁
下
段
︶

　

こ
れ
ら
の
内
﹆
出
典
が
判
明
す
る
の
は
①
と
④
で
あ
る
。
①
は

『
弁
道
法
』
か
ら
の
引
用
だ
と
思
わ
れ
る
が
﹆
現
在
伝
わ
る
同
書
の

文
章
と
は
若
干
相
違
が
あ
る
。
④
は
『
永
平
広
録
』『
永
平
略
録
』

ど
ち
ら
も
推
定
さ
れ
う
る
。
な
お
﹆
今
回
の
調
査
で
は
﹆
明
ら
か
に

『
永
平
広
録
』
か
ら
の
引
用
と
思
わ
れ
る
箇
所
︵
出
典
⑳
︶
が
見
ら

れ
る
た
め
﹆
峨
山
禅
師
の
手
元
に
『
永
平
広
録
』
が
存
在
し
た
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。

　

ま
た
﹆
②
に
つ
い
て
は
典
拠
不
明
で
あ
る
。『
道
元
和
尚
和
歌
集
』

に
収
録
さ
れ
る
「
詠
行
住
坐
臥
」
に
﹆「
僧
都
」
を
「
か
か
し
」
と

呼
ん
だ
事
例
が
見
ら
れ
︶
6
︵

る
が
﹆
②
と
の
関
係
は
無
い
と
思
わ
れ
る
。

③
に
つ
い
て
は
﹆
字
句
が
「
発
心
発
性
」
だ
と
伝
わ
っ
て
い
る
け
れ

ど
も
﹆「
法
身
法
性
」
で
あ
っ
た
と
す
れ
︶
7
︵
ば
﹆
道
元
禅
師
が
﹆
明
全

和
尚
と
交
わ
し
た
問
答
だ
と
し
て
中
世
以
降
に
知
ら
れ
﹆
江
戸
時
代

に
は
広
く
道
元
禅
師
に
関
わ
る
伝
承
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
く
文
︶
8
︵
脈

に
通
じ
る
。
ま
た
峨
山
禅
師
が
伝
え
た
伝
承
と
し
て
は
﹆
明
全
和
尚

で
は
な
く
て
如
浄
禅
師
と
の
問
答
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な

お
﹆
こ
の
問
答
は
﹆
道
元
禅
師
の
「
疑
滞
」
に
も
関
わ
っ
て
く
る
も

の
で
あ
る
が
﹆
本
法
語
の
筆
写
時
期
と
の
関
わ
り
で
﹆
古
い
伝
承
の

一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
峨
山
禅
師
門
下
で
は
月
泉
良

印
禅
師
が
﹆
道
元
禅
師
帰
国
時
に
関
す
る
別
の
問
答
が
あ
っ
た
と
し

て
い
︶
9
︵
る
が
﹆
こ
れ
ら
の
断
片
的
記
録
か
ら
は
﹆
近
世
以
降
は
重
視
さ

れ
ず
と
も
﹆
瑩
山
禅
師
・
峨
山
禅
師
門
下
で
共
有
さ
れ
て
い
た
道
元

禅
師
伝
の
一
部
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

更
に
﹆
本
法
語
に
お
い
て
は
﹆『
正
法
眼
蔵
』
か
ら
の
引
用
も
数

箇
所
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も
﹆
そ
れ
ら
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
書
名
を
挙

げ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
﹆
あ
く
ま
で
も
典
拠
の
一
つ
だ
っ
た

と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

む
し
ろ
﹆
道
元
禅
師
も
重
視
し
た
宗
風
と
共
通
す
る
文
脈
と
し
て

は
﹆「
現
成
公
案
」
と
「
無
情
説
法
︵
無
常
説
法
の
誤
記
は
同
義
と

し
て
採
る
︶」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①
無
常
説
法
ト
云
コ
ト
ハ
﹆
柱
ト
柱
ト
ノ
説
法
也
﹆
然
間
﹆
森
羅

万
象
﹆
山
河
大
地
﹆
一
時
説
法
ス
ル
也
﹆︵
二
〇
頁
上
段
︶

　

②
又
現
成
公
案
ハ
﹆
梅
ノ
木
ヲ
梅
ト
謂
ス
シ
テ
﹆
何
ト
カ
云
ヘ
キ
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ト
云
時
﹆
指
当
テ
一
切
尽
ル
也
。︵
二
四
頁
下
段
︶

　

③
山
和
尚
﹆
僧
ニ
問
云
﹆
無
情
説
法
ト
現
成
公
案
ニ
差
意
ア
リ
ヤ

否
﹆
山
云
﹆
無
情
説
法
ハ
得
所
カ
在
也
﹆
古
徳
云
﹆
也
太
奇
﹆

也
太
奇
﹆
無
常
説
法
不
思
議
ト
云
タ
リ
シ
ハ
﹆
始
テ
入
所
在

也
﹆
現
成
公
案
ハ
﹆
喩
ハ
梅
ノ
木
ナ
ニ
ト
入
所
カ
在
ル
ヘ
キ
﹆

曾
テ
法
ケ
ナ
キ
以
前
﹆
其
ナ
ル
梅
木
ハ
﹆
何
ト
入
所
カ
有
ヘ
キ

カ
ト
﹆
云
云
﹆︵
二
六
頁
下
段
︶

　

②
③
の
よ
う
に
﹆
現
成
公
案
に
つ
い
て
は
「
梅
の
木
」
に
関
わ
る

提
唱
が
行
わ
れ
て
い
る
。「
梅
華
」
も
﹆
如
浄
禅
師
・
道
元
禅
師
が

し
ば
し
ば
提
唱
・
詠
頌
の
題
材
に
さ
れ
た
た
め
﹆
そ
の
教
え
を
受
け

た
も
の
だ
ろ
う
か
。
な
お
﹆
本
法
語
に
は
「
梅
の
実
」
に
関
わ
る
も

の
も
見
え
︶
10
︵

る
。
そ
れ
で
﹆「
現
成
公
案
」
に
つ
い
て
は
﹆
梅
を
梅
と

呼
ぶ
以
前
の
「
そ
れ
」
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
る
が
﹆
道
元
禅
師
が

「
現
成
公
案
」
巻
に
お
い
て
用
い
る
「
何
︶
11
︵

必
」
に
通
じ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
﹆
無
情
説
法
に
つ
い
て
は
﹆
洞
山
良
价
禅
師
が
雲
巖
曇
晟
禅

師
に
呈
し
た
「
無
情
説
法
不
思
議
﹆
也
太
奇
也
太
奇
」
を
受
け
て
お

り
﹆
こ
れ
は
『
正
法
眼
蔵
』「
無
情
説
法
」
巻
で
道
元
禅
師
が
情
・

無
情
を
分
別
し
よ
う
と
す
る
心
識
を
絶
し
た
と
こ
ろ
で
の
絶
対
的
事

象
を
示
さ
れ
る
際
に
提
唱
さ
れ
た
が
﹆
峨
山
禅
師
は
不
思
議
の
「
得

所
」
を
問
題
に
し
て
お
り
﹆
無
情
説
法
の
把
握
を
実
践
的
に
行
う
よ

う
に
﹆
弟
子
達
に
示
し
た
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　

上
記
以
外
に
も
﹆
坐
禅
観
や
因
果
観
な
ど
の
教
え
か
ら
﹆
道
元
禅

師
と
の
関
わ
り
に
関
心
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
の
だ
が
﹆
部

分
的
に
過
ぎ
る
た
め
本
論
で
は
割
愛
す
る
。

三
　
結
　
論

　
『
峨
山
和
尚
過
眼
集
』
の
出
典
研
究
を
通
し
て
﹆
以
下
の
知
見
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

①
本
法
語
に
見
え
る
文
脈
の
典
拠
は
﹆
ほ
と
ん
ど
が
峨
山
禅
師
生

前
に
は
成
立
し
て
い
た
典
籍
で
あ
る
。
一
部
﹆
弟
子
の
語
録
と

共
有
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
﹆
そ
れ
は
矛
盾
に
は
な
ら
な
い
。

　

②
『
宏
智
録
』
の
強
い
影
響
下
の
下
で
﹆「
曹
洞
五
位
」
な
ど
の

参
究
が
進
ん
だ
様
子
が
分
か
る
け
れ
ど
も
﹆
一
部
で
は
「
無
情

説
法
」「
現
成
公
案
」
な
ど
﹆
道
元
禅
師
が
重
視
し
た
宗
旨
に

も
言
及
し
﹆
広
く
洞
上
の
宗
旨
を
宣
揚
し
よ
う
と
す
る
意
図
が

見
ら
れ
る
。

　

③
内
容
の
多
く
は
﹆
峨
山
禅
師
が
門
弟
に
提
唱
し
た
教
え
を
記
録

し
た
も
の
だ
が
﹆
一
部
に
は
問
答
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
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は
﹆
峨
山
禅
師
晩
年
に
總
持
寺
に
い
た
会
下
の
僧
侶
が
﹆
一
～

数
年
程
度
の
期
間
に
わ
た
っ
て
教
え
を
記
録
さ
れ
た
も
の
だ
と

推
定
さ
れ
る
。

　

④
写
本
奥
書
な
ど
か
ら
も
﹆
峨
山
禅
師
に
関
わ
る
も
の
と
見
て
矛

盾
は
無
い
。

　

以
上
﹆
箇
条
書
き
と
し
て
示
し
た
が
﹆
今
回
の
研
究
成
果
の
報
告

と
し
て
お
き
た
い
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
は
﹆
既
に
先
行
研
究
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
﹆
本
法
語
を
含
め
た
﹆
三
篇
の
『
峨
山
和

尚
法
語
』
が
洞
上
の
宗
旨
の
上
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か

を
検
討
し
﹆
そ
の
後
の
中
世
曹
洞
宗
へ
展
開
し
て
い
く
前
段
階
の
様

子
の
解
明
を
期
し
た
い
。

註︵
１
︶ 

田
島
柏
堂
「
新
資
料
・
峨
山
韶
碩
禅
師
の
『
仮
名
法
語
』
に
つ
い

て
」﹆『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
四

－

二
﹆
一
九
六
六
年

︵
２
︶ 

椎
名
宏
雄
「
峨
山
に
お
け
る
カ
ナ
法
語
の
性
格
」﹆『
宗
学
研
究
』

一
九
﹆
一
九
七
七
年

︵
３
︶ 

『
続
曹
全
』「
法
語
」
二
九
頁
上
段

︵
４
︶ 

飯
塚
大
展
「
中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
本
参
研
究
序
説
︵
三
︶
│
峨

山
関
連
抄
物
と
円
応
寺
所
蔵
本
参
に
つ
い
て
│
」﹆『
駒
澤
大
学
仏
教
学

部
論
集
』
三
〇
﹆
一
九
九
九
年

︵
５
︶ 

田
島
氏
﹆
椎
名
氏
前
掲
論
文
参
照

︵
６
︶ 

『
全
集
』
七
・
一
六
〇
～
一
六
一
頁

︵
７
︶ 

「『
峨
山
和
尚
法
語
』
の
引
用
典
籍
の
研
究
︵
一
︶」︵『
禅
研
究
所
紀

要
』
四
五
﹆
二
〇
一
七
年
︶
で
指
摘
し
た
通
り
﹆
本
法
語
は
峨
山
禅
師

が
口
頭
で
示
し
た
提
唱
を
﹆
門
弟
が
筆
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
た
め
﹆
字
句
に
つ
い
て
は
し
ば
し
ば
不
正
確
な
記
述
が
混
入
す
る
。

︵
８
︶ 

こ
の
問
答
に
つ
い
て
は
﹆
典
拠
で
も
示
し
た
と
お
り
﹆
中
世
に
偽

作
さ
れ
﹆
一
時
期
は
『
正
法
眼
蔵
』
に
編
入
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
「
陞

座
」
巻
に
見
え
る
。
近
世
以
降
の
主
な
も
の
と
し
て
は
﹆
鈴
木
正
三

『
驢
鞍
橋
』
中
一
七
や
『
永
平
紀
年
録
』
な
ど
に
見
ら
れ
﹆
面
山
瑞
方

『
訂
補
建
撕
記
』
で
も
採
用
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
な
お
﹆
こ
れ
ら

は
全
て
明
全
和
尚
と
道
元
禅
師
の
問
答
で
あ
る
。

︵
９
︶ 

『
補
陀
開
山
月
泉
禅
師
語
録
』﹆『
曹
全
』「
語
録
一
」一
〇
四
頁
上
段

︵
10
︶ 

『
続
曹
全
』「
法
語
」
二
五
頁
上
段

︵
11
︶ 

『
全
集
』
一
・
六
頁
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書
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・
一
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